
（公社）全国私立保育連盟

保育・子育て総合研究機構国際委員会および調査部による合同調査

①2023年4月から施行された『こども基本法』、そして

同年12月に閣議決定された『こども大綱』を把握し、

保育現場で具現化するには、＜子どもの権利条＞の理解

が必要であり、その上で文字で綴られた条文と実際の保

育が連動して実践されるには、常に日々の保育実践を意

識した研鑽が求められます。（②へ）

＜この調査に関するお問い合わせ先＞ （公社）全国私立保育連盟 調査部担当 03-3865-3880

調査対象：保育施設で働くすべての方

調査期間：令和６年８月１日～８月３１日

本調査はインターネッ

ト調査で実施し、よりス

ピーディーな意見回収と

結果報告を行います。皆

さんからの回答が保育現

場の『見える化』を推す

力になります。

（回答所要時間

約１０分です）

調査の回答

はここから

#子どもの権利条約

ア
ン
ケ
ー
ト
で
考
え
る

③今回、子どもの権利条約の理解と浸透を推し進めるため、

この書籍のさらなる活用を検討しました。具体的には書籍内の

コミックの部分について読み手である保育者の対応や

施設での取り組み状況などを浮き彫りにし、それを職場の

課題として捉え、解決していく取り組みです。

書籍全体の感想や評価はネット上で口コミによって知ること

ができますが、コミックの事例一つ一つを丁寧に取り扱うこと

で子どもの権利について保育者がより身近に感じられるような

アプローチを心掛けます。

（インター

ネット調査）

https://questant.jp/q/kenri

②全国私立保育連盟が2022年に発刊した『コミックで

発信★保育に活かす子どもの権利条約』は現職保育者の

リアルかつライブな声をもとに、保育現場で＜子どもの

権利＞をいかに考え、実践として取り組んでいきたいか

をまとめたものであり、保育現場における子どもの権利

条約の浸透の一助になっています。（③へ）
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＜この調査に関するお問い合わせ先＞ （公社）全国私立保育連盟 調査部担当 03-3865-3880

施設における虐待や不適切対応を防ぐ取り組みは継続的に行うことが大切ですが、保育者のモチベー

ションの低下を危惧する方もいると思います。今回の調査『アンケートで考える#子どもの権利条約』では子どもの権利

と尊厳を守るという視点で、「子どもの気持ちに寄り添った対応」を４コマ漫画の事例を題材に考えることができます。

また施設単位でこのアンケートに取り組めば、職場の現状を把握する機会になり、その結果をもとに今後の施設での取

り組みを検討する材料としてご活用いただけます。

施設単位での集計を希望する場合、具体的には下図のように

Q5で施設単位での集計について

【希望する】を選択する

Q6の①施設名②電話番号の設問で

施設内で回答する方が全員同一の入力を行うことが必要です。

Q6の③④は集計結果をお送りする担当者の方のみ回答して下さい。

この調査で考える８つの事例【希望する】を選択

①②は全員記入

（このデータを

抽出して集計）

③④は

担当の方

のみ記入

調査が締め切られましたら

施設単位の集計表（エクセルデータ）

をご担当者の方へメールでお送り致し

ます。

施設単位の集計データは上記以外の目

的で使用されることはありません。

今回の調査は

施設単位での集計が出来ます！
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